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わが国の豚の飼養頭数は1，027万頭(昭和58年2月)で
あり，生産される豚肉は140万トン(昭和56年)と全食
肉の 46.5%を占めている 14) このように豚は，わが国の
肉畜のなかで最も肉の生産に占める割合の高い家畜にな
っている.従って豚の育種改良は，わが国の食肉の生産
にとって極めて重要な課題のーつになっている.
近年欧米を中心とした豚の育種は，統計遺伝学的手法
を用い，発育とと体形質とを中心になされてきた.わが
国においても，国の種畜場，各県の試験場にお いて，
1970年より豚の系統造成試験が開始され，造成中も含め，
30系統(昭和58年6月現在)が作出され，さらに10数系統
の造成が計画されている.これらの系統造成における選
抜形質の多くは 1日平均増体量，背脂肪の厚さそして
ハムの割合となっており，発育とと体形質を中心に行わ
れている17)16)
家畜の生産性を高めるには，発育能力と繁殖能力の二
つの能力の向上が必要とされるが繁殖能力の育種改良に
ついては，生産性向上の重要な柱であるにもかかわらず
遺伝的変異が小さいことのためこれまでは，選抜の対象
とはされないできた.繁嫡能力については，雑種母豚を
利用し， ヘテローシス効果を期待するにとどまってい
る.現実の肉豚の多くは雑種母豚から生産されているの
が実情である.
最近， 豚の繁殖能力の育種が， 世界的にもわが国のー
部でも問題とされてきている.一つは，欧米の改良種と
は別系統の中国の梅山豚に代表される多産系の品種の導
入による繁殖能力の改良であり，もう一つは，従来の欧
米の改良種を用いての極めて高い選抜圧を加えて繁殖能
力を改良する方向である.
本稿は，阪の繁殖能力，特に多産性に焦点をあて，こ
1 
れまでの多産性の育種についての研究の経過を総括し，
わが国における豚の多産系統の作出について検討したも
のである.
1.繁殖能力の現状
全ての形質を25%程度改良し， 豚の生産効率を増加す
るための育種計画を推進するには産子数の改善がなされ
なくてはならない23) 今日の肉豚生産は F1母豚を中心
になされており，その方向がさらに進むものと考えられ
る.ヘテロ ーシス効果をさらに利用するためにも，その
索となる多産の雌系統の豚が必要とされている.また，
産子数をはじめとする繁殖能力の良否が経営的に大きく
影響する要因でもある30) そこで， わが国およびランド
レ}ス種を作出したデンマークそしてイギリスでの近年
の産子数についてのデータを表ーし 2，3に示した.
わが国の種雌豚産子検定からのデータからは産子能力に
ついては，ここ数年全く変化がみとめられなかった10'.
なお農水省の豚の改良目標において，ランドレース種の
1990年の育成頭数の目標値が10頭となっている.このよ
うに，豚の産子能力は，現状においても将来の目標にお
表-1 わが国のランド レー スの繁殖能力
(種雌l原産子検定よ り)10)
生産頭数 育成頭数
年次
初産 3 産 初産 3 産
1976 10.8 11.1 10.1 10.4 
1977 10.9 10.6 10.1 10.4 
1978 10.7 10.7 10.1 9.9 
1979 10.8 11.3 10.1 10.4 
1980 10.7 1.0 10.0 10.2 
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表-2 デンマ-9・ラソドレースの繁殖能力
(Skjervold 1979) 
年 調査腹数 生産頭数 育成頭数
1941~45 2，606 11.50 9.08 
1946~50 3，152 11.46 9.10 
1951~55 3，759 11.60 9.48 
1956~60 4，517 11.44 9.44 
1961~65 5，938 11.22 9.40 
1966~70 6，764 11.26 9.52 
1971~75 9，608 11.60 9.32 
表-3 イギりにおける雌豚の繁殖能力
(Braude R. 1983) 
年次 生産頭数 育成頭数 生年産間回数の
1961 10.3 8.5 1.6 
1967 10.2 8.6 1.6 
1970 10.3 8.7 1.8 
1975 10.3 8.8 1.9 
1979 10.3 8.9 2.2 
1981 10.3 9.1 2.2 
いても，改良が限界にきていることを示している 14) こ
れは，ラソドレースの先発国のデソマークでも，またイ
ギリスにおいてもこの20~30年間 ， 産子能力の改良がみ
とめられず今日まできていることと一致している.この
間各国とも飼料など栄養菌での改善があったことを考え
あわせると，発育能力の改良の進歩とは反対に相対的に
産子能力は低下しているとも考えられる.
2.産子能力の遺伝率
選抜によるある形質の遺伝的改良量は以下の式で表わ
される.
L1G=ih2 
LlG:遺伝的改良量
i:選抜差
h2 • 遺伝率
すなわち，選抜差の大小と遺伝率の大小の積が遺伝的改
良量を決定することになる.選抜差は， 集団を大きくす
るなどある程度人為的にきめられるものである.もう一
つの指標の産子数の遺伝率について表-4に示した.産
子数の遺伝率の推定値は研究者によって違いはあるが，
0.1前後である.すなわち，表現型分散にしめる遺伝分散
の割合が10%程度ということで， 誤差を考えるとこの形
質の遺伝率はかなり低いといえる.なおわが国において
は，これらの形質の遺伝的パラメーターの推定はいまだ
なされていない.三上回〉もこれらの形質の遺伝率の推定
値について生時 1腹産子数で0.1，離乳時 1腹産子数 0.1
と報告している.Skjervold23)は，これらの形質の遺伝率
の低い理由として以下の点をあげている.
1.相加的遺伝分散が小さいこと
2.環境の変異が大きいこと
3.直接遺伝子効果と母体効果の聞の負の相関
4.形質の要因関の負の遺伝相関
Falconerら9)18)は，産子数の多いなかで育てられたマ
ウスは， 6週船時体重が小さしそれらが母親になった
時には少ない産子数を示すとし，負の環境相関が母親と
娘の産子数に関して存在することを示した.表-4に示
した Revelle22)らの母親回帰による産子数の遺伝率は
著 者
表-4 産子数の遺伝率の推定値
名 遺伝本推定法的形 質 品種
0.07:!:O.02 DDR 
0.04:!:O.04 h2s 
0.07土0.02 DDR 
0.07土0.03 h2s 
0.09土0.03 DDR 
DDR 
0.28土0.06 GD GD R 
DDR 
0.29:!:O.18 GD GD R 
h2s 
Strang and King (1970) 
Strang and Smith (1979) 
R巴velleand Robinson (1973) 0.13土0.0
Vangen (1980) 0.08土0.0
Born alive 
??? ?
Englisch H. G: (1967) 0.22 
0.13 h2s GY 
判 h2s::父親成分より， D D R:母娘回帰， GD GD R:孫娘，祖母国帰
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卵数と産子数について系統の特性を調査した.その中で
排卵数の多い系統が，かならずしも産子数が多いとはか
ぎらないことを示している.図ーし 2での豚の選抜試
験の結果は，排卵数が増加するとその分だけ，分娩前の
目玉の損失が増大することを示唆している.
また産子数の選放の効果が切らかでなかったのは，産
子数の遺伝率が低いこと，さらには選抜差が充分の大き
さではなかったことによると考えられる.すなわち集団
を大きくする必要があることを示唆している.
豚の多産性の育種一一草場
0.13であ心が，孫娘と祖母の回帰によ。遺伝率の推定値
は0.28と高くなっていω. 同じ傾向は Varg巴n28)によっ
てもみとめられていゐ.このことは，産子能力の遺伝率
の推定にあたっては，母親の情報だけでなく祖母の情報
をとりこむことの必要性を示唆している.
4.実験動物での産子数の選抜試験
マウスなどの実験動物での産子数の選抜実験はいくつ
か報告されている.多くは大きな選放反応を示してい
る1)2)9). Bakkerllは， マウスを用い産子数の大きい方向
に選抜し，選抜反応は，基礎集団の 8匹に対し29世代で
14匹となった.実現遺伝率は 0.11:!::0.10と低いものでは
あるが，選抜差毛ピ大きくしたことと，長期の選抜により
このような反応が得られたものと思われる.次にハムス
タ}での著者ら12)の離乳子数について 4世代選抜した結
果を表-5に示した.この試験は，飼料条件がアルファ
3.産子数の選抜試験
図-1，2は，豚において産子数について選抜した結
果21)と排卵数(黄体数)について選抜した結果8)仰を示
した.図-1にみられるように排卵数は産子数で選抜し
ても排卵数で選抜しても明確に選抜反応がみとめられ
た.しかし，両選抜とも産子数については改良の効果が
認められなかった.排卵数の遺伝率はü.40~0.52と高く，
選抜の効果も明確であるが，産子数との正の相関はみと
められないことを示している.排卵数が多ければ産子数
も多いことが期待されたが，結果はかならずしもそうは
ならなかった.猪ら11)は，マウスの種々の系統を用い排
?????
ハムスターでの離乳子数の選抜試験
(萱場 1978)
表-5
離乳子数生時産子数数例代世
2.3土1.6
3.6こと2.5
4.1土1.7
5.2:!::2.8 
5.6土1.7
6.4土2.5
6.4土1.6
7.8:!::2.2 
7.9:!::2.3 
7.7土1.4
????????
?ー???
???
?
世代
』一・ Ollivierら(1981)
←--.1 Cunninghamら(1979)
10 8 
O 
-2 
-1 
ルアー，ミール単一給与という特殊な条件下でなされた
ものであるが，短期間の試験ではあるが，離乳子数で3.3
匹，生特産子数で1.3]Z!iの増加をみている.しかしDa1ton
らわのマウスでの産子数の選抜では，反応が全くみとめ
られなかった.
黄体数について選抜系と対照系との差
(Bolet and Legau1t 1982) 
Cunn山1
Olliv吋ie町rら:1産蜜子数で選按
-3 
図-1
5.新たな豚の産子数の選抜
これまでトみてきたように産子数の遺伝率は}般に低い
値であゐ.それ故，産子数についての遺伝的改良は，選
抜圧を強くすることによりなされると考えられる.この
考えにもとずく最近の研究動向については，三上15)18)が
紹介しているので，それを参照すればよいが以下にその
一部を紹介する.一つは，フラ γスでの試験で，年間
13 
10 
トー→Ollivierら(1981)
ιー~Cunninghamら
(1979) 
生時産子数について選抜系と対照系との差
(図ー 1と同じ)
世代
?
??
??
?????
-1 
-2 
図-2
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中国種の繁殖能力
(ZHANGら 1983)
? ??
数
?
産例数
(生時)
産次1)積
離乳時
Fen Jin 
生産
11.5 
13.6 
12.8 
14.8 
12.9 
14.8 
11.9 
14.4 
生時
]，116 
1，278 
346 
426 
386 
511 
248 
207 
?????
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品
2，000頭の母l尿について 4産までの産子数を調べ，成績の
良いものを1，000頭当り 2~3 頭選抜した.その 4 産まで
の平均生産頭数は14.2頭であった.これらの母豚の娘と
孫娘は， 2産と 3産では対照より増加の傾向を示した.
さらにBichardら3)の試験でも阿じように多数の母豚の
産子数を4産まで調査し1.7%割合で選法した. その結
果，平均生産頭数が13.99頭であったと報告してある.ま
たノルウェーでも同様の高繁殖能力雌系統を作出する試
みがなされておりその結果を表-6に示した.閉鎖、群と
14 
Mei Shan 
ノルウェーでの高能力機系統作出試験に
おける産子数の推移 (Vargen， 1981) 
表-6
Jia Xin 
B: 3産自以降
ついては欧米の改良種との累進交配でかなり改善される
ことも報告されている29)
ポーランド，チャイナ種の改良以降，再び，中国)琢が，
今世界の注目をあつめているといえる.
1) A:;初産および2産月f
。
(基礎豚)
同じ品種
の平均
産
14.9(21) 
10.7 
2 
場B 
産
13.7(21) 
9.5 
初
所
初 産
15.1(26 ) 
10.7 
2 
場A 
産
12.5(26) 
9.5 
代it 
7.わが国での多産系統の作出について
わが国において多産系統の{乍出を検討するにあたり，
その基礎データが全くないというのが実状である. しか
しこのような系統造成は，外国ではすでに計画され実行
されていると考えられる.ブロイラーの育種ですで、に実
行されているように，産肉能力の特にすぐれた雄系と，
産卵能力も一定の能力を保持した雌系とを交配して，コ
マーシャル用のブロイラーを生産する方式が，いずれ豚
でも実用化されると考えられる.その為には，中国豚の
利用もさることながら，ブラ γス，イギリス，ノノレウェ
}において試験されているような現存の品種を用い，多
数の母豚の繁殖能力を調査選妓する方式をわが国の実状
に合せて検討する必要がある.三上15)は，その方法のー
っとして現在わが国で行なわれている産子検定のような
制度をより充実させて利用することの重要について問題
を提起している. しかしながら昭和58年度のわが国の指
定種豚場での種縦豚の繁殖成績が集計されている頭数は
ランドレースの6，559頭を含め全国で10，834頭であゐ20)
この数値からは一地域で数千頭の母豚の能力を調査する
ことは大変困難であると言える. しかし，各地域，各養
豚農家において，様々の努力，工夫がなされるならば関
係機関，団体，農家の協力・共同で， r多産系」の調査，
研究，作出は可能と考えられる.
次に「多産系」作出のためのいくつかの条件，問題点
12.3(18) 
12刈20)
12.3(13) 
11.8( 6) 
11.3(21 ) 
11.0(22) 
11.3(16) 
11訓19)
10.8(25) 
10.2(24) 
11判20)
11.0(20) 
11.0(15) 
12.3(20) 
11訓23)
10.0(26) 
11.1(24) 
11.1(25) 
10.4(29) 
11.3( 6) 
ー??
???
?
??
10.0 
11.5 
11.7 
12.1 
11.3 
12.9 
9.9 
12.1 
]2.4 
15.3 
14.2 
17.0 
14.0 
17.0 
12.8 
16.9 
(三上j983より)
した-iJt代以降には選抜の効果は認められなかったが，
ノルウェーの同品種の平均よりかなり上まわったものに
なっている.これらの研究は，豚の産子数の改良の一つ
の方向を与えたものとして極めて重要なものと言える.
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6.中国の多産系品穏の利用
多産系作出の育種素材として中国のいくつかの品種が
注目されている.その中でも，多産系品種といわれる梅
山豚が，この度，わが国に導入されることがきまり，国
の種畜牧場で，能力の調査及び多産系育種の研究を行う
ことが報告されている 13) 中国のいくつかの品種の繁殖
形質についての北京大学での結果を表-7に示した.各
品種とも切らかに欧米の改良種より多E主であることがわ
かる.これらの品種については，フランスが，すでに導
入して純粋系の能力ならびに大ヨ -!J，ランドレースと
の交配試験を行っている.その結果は，中国での成績と
同様にかなりの多産系であること，又一代雑種母啄の能
力も高いことが報告されている.中国豚の発育の惑さに
豚の多産性の育種一一萱場 15 
を以下に提起し検討することにする.
イ)数千頭規模で母豚の数産次の記録がなされている
こと.
ロ)母豚の血統情報が切らかなこと.
ハ)人工授精が実施されていること.
ニ)養豚農家ならびに関係機関，団体の協力・共同の
体制が作られること.
以上回つの条件を満たし得るような地域を選定し，まず
繁殖能力に関する遺伝的パラメ}タの推定を行うこ とで
ある.イ)についてはすでに述べたように，選抜圧を高
める左共に選放の正確度を噌すことである. ロ)および
ハ)は， 母親さらには祖母の情報により選抜の正確度を
増加すること.また人工授精の利用により種機豚での繁
殖能力の育種評価を行うことである.乳牛の改良が種雄
牛によってなされていることを考慮し26)，同様の方法を
!琢に導入するなら.より改良の速度が増すと考えられ
る.
8.山形県庄内地域での「多産系」作出の可能性
前演で述べた事項について山形県の庄内地域に当ては
め其体的に検討してみる. 当地域には優良種豚育種効率
向上推進事業にもとずき二つの種豚改良組合があ り， 31 
戸の農家で479頭のラソ ドレース種が飼養されている.
多くの農家が産子数，離乳子数等の記録を豚の繁殖台帳
に記帳しているとのことである.またこれら母豚につい
ては， ほぽ四世代まで血統がさかのぼれるように準備さ
れている. したがって，繁殖能力の遺伝的パラメーター
の推定，さらには，母親，祖母，父親などの血統情報も
容易に分析可能といえる.さらに当地域は県立の養豚試
験場において，産肉能力検定を実施し， 検定成績にもと
ずき， 農家の雌母豚との指定交配を行っている31).交配
は人工授精も行っており昭和58年度の実施状況は1，249
頭となっている32)
次に地域の経済連を初め6団体が中心となり，一貫経
営農家を対象に養豚農家の技術向上，経営改善のための
「庄内養豚3.8運動」を10年前よ り行い， 現在第3次にわ
たっている21>.この運動の参加農家数は70戸，総母豚頭
数は約2，600頭にのぼっている.参加農家は所定の用紙に
より毎月以下の調査を行うことになっている.
(1) 繁殖豚， }jB脊豚常時飼養頭数
。) 種付頭数，分娩頭数，離乳頭数
(3) 正常産子数，離乳子豚頭数
(4) }j巴育豚出荷頭数，枝肉重量，格付内容
15 
(5) 事故頭数
(のその他
種板改良組合の事業ならびに「庄内養豚3.8運動」は，
常に)体となった型で運営されている.したがって当地
域は r多産系統」育種を検討する上で多くの条件を満
していると言えよう.
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Summary 
Reproductive e伍ci巴ncyis an important compor-
nent of economic production efficiency in swine. 
However， studies of extensive data from Japanese， 
Norwegian and English litter records(Table 1， 2 and 
3)do not indicate any impFovement in litter perfor-
mance. 
Classical methods and new possibilities for 
genetic improvement of prolificancy in pigs are 
discussed. The current selection experiments that 
had been made in favour of litter size in pigs were 
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not successful. This lack of improvement may be due 
to the low heritability estimates for litter size. low 
selection intensi ty and small selection differential. 
However， selection experiments for litter size in 
laboratory animals have positively responsed. 
New methods of g巴neticimprovement of proli自・
cancy in pigs are as follows. One is to use the high 
prolificancy of the chinese breeds as resource for pig 
improvement. Crosses between european breeds and 
sotne chinese can lead to an important progress of 
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at least 30 percent on Iitter size. Another is to 
intensively screen the foundation populations which 
al'e formed to start the selection line on the base of 
Jitter size as shown in the present performance test 
of reproduction. These Iines should be selected sololy 
for litter size using the maximum of information fOI・
17 
improvement. Thus， increases in Iitter size would be 
promised after years. 
This method might be appIied to Shonai district. 
w巴exten巴dour investigation of the genetic possibiIi. 
ties of improving sow fertiIity in th巴Shonaidistrict， 
Yamagata Prefecture. 
